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地域文化研究 第 18号

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
水
産
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
多
様
な

生
態
系
に
依
拠
し
た
漁
業
生
産
力
が
注
目
さ
れ
る

一
方
、
漁
獲
圧

の
上
昇
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
伐
採
に
よ
る
養
殖
場
開
発
を
代
表
と
す

る
環
境
問
題
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
沿
岸
域
お
よ
び
漁
業
資
源
の
管
理
の
あ
り
方
を
中
心
に

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
当
該
地
域
を
対
象
と
し
た
水
産

物
流
通
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
輸
出
産
業
と
し
て
の
側
面
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
研
究
が
中
心
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
悔
外
市
場
の

存
在
を
念
頭
に
、
水
産
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
等
に
よ
り
国
際
競
争

力
が
弱
い
こ
と
へ
の
指
摘
や
、
輸
出
指
向
型
企
業
が
い
か
な
る
戦

略
を
と
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
が

は
じ
め
に

(
l
)

（

2
}
 

あ
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
諸
課
題
に
は
川
下
の
状
況
変
化
が
影

響
し
て
い
る
こ
と
も
既
に
指
摘
さ
れ
、
流
通
構
造
・
市
場
構
造
の

解
明
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
東
南
ア
ジ
ア
等
の

途
上
国
で
は
、
情
報
の
非
対
称
性
に
起
因
す
る
、
水
産
物
流
通
業

者
に
よ
る
漁
業
者
か
ら
の
搾
取
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ

と
が
、
漁
家
が
所
得
を
得
る
た
め
の
漁
獲
圧
向
上
に
、
そ
し
て
水

(5)（

6
)
 

産
資
源
の
過
剰
漁
獲
へ
と
繋
が
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

水
産
資
源
や
養
殖
場
環
境
を
考
察
す
る
際
に
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
の
形
成
や
変
化
が
資
源
利
用
に
与
え
る
影
響
、
ま
た
、
伝
統
的

な
地
域
流
通
や
、
国
内
に
点
在
す
る
一
定
規
模
の
消
費
地
を
指
向

し
た
水
産
物
流
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
が
、
途
上
国
内
の
水
産
物
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
実
態
に
つ
い
て

は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い

て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
パ
ナ
イ
島
バ
タ
ン
湾
で
生
産
さ
れ
る
水
産

中

原

尚

知

神

山

龍

太

郎

宮

田

勉

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
パ
ナ
イ
島
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
構
成
主
体
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
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図2-1 主要調査地バタン湾の位置

注：バタン町はアルタバス町を挟んで飛地を有する。

物
を
対
象
に
、
漁
業
者
・
流
通
業
者
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
を
動
態
的
に

整
理
し
な
が
ら
、
資
源
・
市
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、

持
続
的
な
水
産
物
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。フ

ィ
リ
ピ
ン
は
近
年
、
そ
の
経
済
成
長
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
都
市
部
を
中
心
に
進
み
、
所
得
水
準
も
向
上
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
よ
う
な
多
く
の
漁
業

地
域
は
貧
困
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
沿
岸
域
は

世
界
で
最
も
強
い
漁
獲
圧
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
地
域
と
い
わ
れ
て

(
7
)
 

お
り
、
憔
業
者
は
漁
業
資
源
の
減
少
と
い
う
問
題
に
も
直
面
し
て

(
1
)
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
概
況
と
調
査
方
法

(
i
)
バ
タ
ン
湾
お
よ
び
周
辺
地
域
の
概
況
本
稿
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
の
中
央
に
位
置
す
る
西
ビ
サ
ヤ
ス
地
方

(
R
e
g
i
o
n
,
 

VI)

パ
ナ
イ
島
の
北
部
に
あ
る
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
を
産
地
と

し
、
そ
の
周
辺
地
域
も
含
め
て
流
通
範
囲
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら

を
調
査
対
象
と
し
た
（
図
2
|
l
)
。
パ
ナ
イ
島
は
、
ア
ク
ラ
ン

州
、
ア
ン
テ
イ
ケ
州
、
カ
ピ
ス
州
、
イ
ロ
イ
ロ
州
と
い
う
四
つ
の

州
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
バ
タ
ン
湾

(
B
a
t
a
n
Estuary)

は
ア
ク

ラ
ン
州
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
バ
タ
ン
湾
の
北
西
側
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
町
の
北
側
に
は
、
ア
ク
ラ
ン
州
の
州
都
で
あ

る
カ
リ
ボ
町
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
北
西
沿
岸
に
、
マ
カ
ト
町
や

2

バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
概
況
と
生
鮮
魚
介
類
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
構
成
主
体

い
る
。
バ
タ
ン
湾
固
辺
地
域
は
経
済
発
展
に
伴
う
需
要
の
高
ま
り

と
資
源
悪
化
の
狭
間
に
位
置
し
た
、
本
稿
の
目
的
に
適
し
た
事
例

と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
に
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
と
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

を
概
観
す
る
。
第
二
に
バ
タ
ン
湾
に
お
け
る
漁
業
生
産
お
よ
び
資

源
悪
化
の
状
況
と
漁
業
者
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
を
整
理
す
る
。
第
三
に

バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
流
通
実
態
と
流
通
業
者
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
を

整
理
す
る
。
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イ
バ
ハ
イ
町
が
位
置
し
、
そ
し
て
パ
ナ
イ
島
最
北
西
部

(11
最
北

部
）
に
は
世
界
的
に
著
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
ボ
ラ
カ
イ
島
が

あ
る
。
バ
タ
ン
湾
の
東
方
に
は
カ
ピ
ス
州
の
州
都
ロ
ハ
ス
市
が
、

南
部
に
は
パ
ナ
イ
島
最
大
の
都
市
で
あ
る
イ
ロ
イ
ロ
市
が
位
置
し

て
い
る
。

ア
ク
ラ
ン
州
の
面
積
は
約

一
、
八

一
七
km
で
あ
り
、
一
七
の
町

(
M
u
n
i
c
i
p
a
l
i
t
y
)

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
内

に
お
い
て
非
常
に
山
が
多
い
州
で
あ
り
、
主
要
な
五
河
川
の
ほ
か

泉
、
滝
な
ど
が
存
在
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
淡
水
が
シ
ブ
ヤ
ン
海

に
流
れ
出
る
。
ア
ク
ラ
ン
州
の
海
岸
線
は
一
五
五
km
で
、
海
岸
線

に一

0
町
、
七
三
村

(
B
a
r
a
n
g
a
y
、
住
民
自
治
組
織
）
が
位
置
し

て
お
り
、
州
の
南
東
部
に
位
置
す
る
バ
タ
ン
湾
と
州
の
北
部
に
位

置
す
る
ボ
ラ
カ
イ
島
の
二
つ
が
海
岸
線
に
お
け
る
州
の
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
紅
゜

ボ
ラ
カ
イ
島
な
ど
の
観
光
地
に
訪
れ
る
人
数
は
年
間
約
一
六
〇

万
人
で
（
二

0
一
四
年
）
、
地
域
の
雇
用
機
会
増
加
や
貧
困
対
策
に

お
い
て
璽
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
カ
リ
ボ
の
サ

ン
ト
・
ニ
ー
ニ
ョ
（
聖
人
、

Infant
Jesus)

ア
テ
ィ
ア
テ
ィ
ハ
ン

祭
り
に
も
世
界
中
の
人
々
が
集
う
。
観
光
業
の
ほ
か
、
内
地
は
穀

物
や
フ
ル
ー
ツ
を
生
産
す
る
農
業
、
沿
岸
は
漁
業

・
養
殖
業
が
住

民
の
生
計
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

漁
業
に
注
目
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
漁
業
生
産
金
額
は

一、

九
七
八
億
ペ
ソ
（
約
四
、
九
四
四
億
円
、

一
ペ
ソ
1
1
-
―
•
五
円
換

算
）
で
あ
り
、
最
も
生
産
額
が
多
い
地
域
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
に

位
置
す
る
ル
ソ
ン
島
の
中
央
ル
ソ
ン
地
方

(RegionIII)

の
二
四

六
億
ペ
ソ
で
、
次
い
で
ル
ソ
ン
島
南
部
カ
ラ
バ
ル
ソ
ン
地
方

(
R
e
g
i
o
n
I
V
A
)

の
二
四
五
億
ペ
ソ
、
そ
し
て
第
三
位
の
西
ビ
サ
ヤ

ス
地
方
の
生
産
額
は
二
三

0
億
ペ
ソ
で
あ
っ
た
（
―

10
1
三
年

Philippine 
Statistics 
A
u
t
h
o
r
i
t
y
 
:
 
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
統
計）。

バ
タ
ン
湾
に
面
し
て
い
る
町
は
、
ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
（
人
口

四
五
千
人
、
一

1
0
一
五
年
）
、
バ
タ
ン
（
三
一
一
千
人
）
、
ア
ル
タ
バ

ス
（
二
四
千
人
）
の
三
町
で
あ
る
。
バ
タ
ン
湾
は
、
東
部
に
狭
い

湾
口
を
持
つ
閉
鎖
性
の
高
い
湾
で
あ
り
（
我
々
の
調
査
終
了
後
二

0
一
五
年
に
北
部
に
外
海
と
つ
な
が
る
水
路
が
開
通
し
た
。
）
、
北

部
は
養
殖
池
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、
砂
州
な
ど
の
地
形
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
河
川
や
ク
リ
ー
ク
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
水
深
は
数
メ
ー

ト
ル
と
浅
い
。
南
部
は
相
対
的
に
開
け
た
水
面
と
な
っ
て
お
り
、

内
陸
部
か
ら
流
入
す
る
淡
水
と
シ
ブ
ヤ
ン
海
か
ら
流
入
す
る
海
水

が
混
じ
っ
た
汽
水
性
の
水
域
で
、
北
部
と
比
較
す
る
と
養
殖
場
は

非
常
に
少
な
く
、
定
置
網
等
の
固
定
漁
具
が
水
域
を
占
め
る
。

一
九
九
一
年
の
地
方
自
治
法
施
行
に
よ
っ
て
町
や
州
へ
の
権
限

委
譲
が
進
ん
だ
。
漁
業
関
連
で
は
、
沿
岸
か
ら

一
五
km
の
ム
ニ
シ

パ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

(
M
u
n
i
c
i
p
a
l
W
a
t
e
r
)

が
町
の
管
理
と
な
っ

(10) 

た
が
、
町
に
よ
っ
て
漁
業
管
理
制
度
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
バ

タ
ン
湾
等
の
複
数
の
町
が
関
係
す
る
水
域
に
お
い
て
は
コ
ン
フ
リ

ク
ト
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
は
住
民
自
治
組

186 
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織
で
あ
る
村
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

バ
タ
ン
湾
で
は
、
小
規
模
漁
業

(
M
u
n
icipal
fisheries)

や
汽

水
養
殖
池
で
の
養
殖
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る

が
、
小
規
模
漁
業
で
は
、
様
々
な
漁
業
種
類
に
よ
り
、
多
品
種
の

漁
獲
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
本
調
査
で
も
バ
タ
ン
湾
産
の
様
々

な
魚
種
が
確
認
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ

(
M
u
d

C
r
a
b
)
、
プ
ラ
ウ
ン

(
P
r
a
w
n
)
、
シ
ュ
リ
ン
プ

(
S
h
r
i
m
p
)
、
ミ
ル

ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(
M
i
l
k
f
i
s
h
)
、
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(
R
a
b
b
i
t
,
 

防
h
)

な
ど
で
あ
る
。

バ
タ
ン
湾
は
数
十
年
前
ま
で
は
非
常
に
生
産
性
の
高
い
水
域
で

あ
っ
た
が
、
漁
獲
圧
の
高
ま
り
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
減
少
に
伴
う

C
P
U
E
 (
C
a
t
c
h
 
P
e
r
 
U
n
i
t
 
E
f
f
o
r
t
 
:
 
単
位
努
力
量
当
た
り
漁
獲

量
）
の
低
下
等
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
背
景
に
は
水
産
物
流

(g 

通
経
路
の
変
化
や
周
辺
地
域
の
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
需
要
の
増

大
が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
統
計
に
よ
れ
ば
、
ア
ク
ラ
ン
州
の

人
口
は
一
九
六

0
年
に
は
約
ニ
ニ
万
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇

年
に
は
約
三
一

一万
人
‘

―
1
0
0
0
年
に
は
約
四
五
万
人
、
二

0
1

0
年
に
は
約
五
四
万
人
と
増
加
を
続
け
て
い
る
。

漁
業
者
の
経
済
状
況
を
み
る
と
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
三
町
の
漁
業

か
ら
得
ら
れ
た
平
均
漁
家
所
得
（
収
入
か
ら
支
出
を
引
い
た
金
額
）

は
六
一
千
ペ
ソ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
漁
家
の
漁
業
外
生
業
所
得

（
農
業
、
畜
産
等
）
を
含
め
た
所
得
が
六
三
千
ペ
ソ
、
ま
た
、
家
族

の
雇
用
労
賃
、
政
府
補
助
金
、
漁
家
外
部
か
ら
の
送
金
等
を
含
め

る
と
、

そ
の
漁
家
所
得
は
七
四
千
ペ
ソ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
統
計
に
よ
れ
ば
、
本
稿
に
お
け
る
調
査
対
象
地
で
あ

る
西
ビ
サ
ヤ
ス
地
方
に
お
け
る
平
均
世
帯
所
得
は
ニ
―
四
千
ペ
ソ

(―
1
0
―
二
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
府
が
貧
困
世
帯
と
定
義
し
て

い
る
世
帯
所
得
は
九
四
千
ペ
ソ
以
下
で
あ
り
（
二

0
―
二
）
、
バ
タ

ン
湾
周
辺
の
漁
家
の
多
く
は
、
地
域
の
平
均
世
帯
所
得
を
大
き
く

(13) 

下
回
り
、
貧
困
世
帯
に
位
囮
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

(
"
1
1
)

調
査
方
法
漁
業
生
産
に
関
す
る
調
査
は
以
下
の
よ
う
に

実
施
し
た
。
二

0
1
0
年
八
月
お
よ
び
―
一
月
に
、
ニ
ュ
ー
ワ
シ

ン
ト
ン
町
ピ
ナ
モ
カ
ン
村
の
主
要
地
区
（
第
三
地
区
）
に
住
む
全

漁
業
者

(n119
3
)

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
漁
具
の

種
類
と
数
、
購
入
資
金
の
元
手
、
漁
獲
物
の
販
売
方
法
お
よ
び
漁

獲
物
の
販
売
先
の
選
択
方
法
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
二

0
―
二
年
、
バ
タ
ン
湾
に
接
す
る
ニ
ュ

ー
ワ
シ

ン
ト
ン
町
、
バ
タ
ン
町
、
ア
ル
タ
バ
ス
町
の
う
ち
―
一
漁
村
を
有

意
抽
出
し
、
一
―
村
の
漁
家
総
数
に
基
づ
き
、
最
低
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
（
二
八
八
）
を
算
出
し
、
各
町
の
漁
家
数
の
比
率
で
割
り
付

け
、
漁
家
一
覧
表
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い
、
各

漁
村
で
調
査
を
行
っ
た
。
実
際
は
、
最
低
サ
イ
ズ
を
超
過
し
、
サ

ン
プ
ル
サ
イ
ズ
は
四
六
七
と
な
っ
た
。
な
お
、
漁
家
調
査
に
お
い

て
は
、
地
方
言
語
で
あ
る
ア
ク
ラ
ノ
ン
語
が
話
せ
る
大
学
卒
の

デ
ー
タ
コ
レ
ク
タ
ー
を
四
＼
五
名
雇
用
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
方

法
を
十
分
に
指
導
し
た
う
え
で
漁
家
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
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水
産
物
流
通
に
関
す
る
調
査
は
以
下
の
よ
う
に
実
施
し
た
。
ニ

0
-
―
二
年
三
月
、
同
年
一

0
月
に
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
、
カ
リ
ボ
、

ボ
ラ
カ
イ
の
行
政
機
関
、
流
通
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
、

ま
た
二
0
一
五
年
九
月
に
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
、
カ
リ
ボ
の
流
通

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
な
お
、
本
調
査
は
基

本
的
に
二

0
1――
一年
時
点
の
情
報
に
基
づ
く
が
、
二

0
一
三
年
一

一
月
の
台
風
三

0
号

(
H
a
i
y
a
n
)

に
よ
る
被
害
の
影
響
も
含
め
、

そ
の
後
の
状
況
変
化
は
ほ
ぼ
な
い
こ
と
が
二

0
一
五
年
の
調
査
で

確
認
で
き
て
い
る
。
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
で
は
悉
皆
調
査
、
カ
リ

ボ
で
は

一
社
を
除
く
全
イ
ラ
ダ
ハ
ン
（
流
通
業
者
で
あ
り
、
定
義

は
後
述
）
、
ボ
ラ
カ
イ
の
小
売
市
場
で
は
水
産
物
を
取
り
扱
う
全

一

六
業
者
が
対
象
と
な
っ
た
。
な
お
、
二

0
一
三
年
の
調
査
時
に
カ

リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン

一
社
の
調
査
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

―
1
0
一
五
年
に
再
調
査
依
頼
の
た
め
訪
問
し
た
際
に
は
既
に
廃
業

し
て
い
た
。
流
通
調
査
に
お
い
て
も
ア
ク
ラ
ノ
ン
語
が
話
せ
る
ア

ク
ラ
ン
州
立
大
学
漁
業
・
海
洋
科
学
部
卒
業
生
を
三
名
雇
用
し
、

調
査
を
実
施
し
た
。

(2)
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
概
要

(
i
)
流
通
業
者
の
定
義
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
は
、
主
に
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
旅
業
者
と
流
通
業
者
、
そ

し
て
カ
リ
ボ
等
の
周
辺
地
域
を
含
む
流
通
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
に
お
け
る
流
通
業
者
の
定
義
を
お

こ
な
っ
て
お
き
た
い
。
本
調
査
で
確
認
さ
れ
た
流
通
業
者
は
、
ベ

ン
ダ
ー
、
バ
イ
ヤ
ー
／
ト
レ
ー
ダ
ー
、
イ
ラ
ダ
ハ
ン
の
三
種
類
に

大
別
で
き
る
。

ベ
ン
ダ
ー
と
は
、
水
産
物
の
売
買
を
お
こ
な
う
小
規
模
の
業
者

を
指
す
。
漁
業
者
の
家
族
が
こ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
後
述
す
る
バ
イ
ヤ
ー
や
イ
ラ
ダ
ハ
ン
、
漁
業
者
、
消
費
者
の

間
に
適
宜
位
置
し
て
取
引
を
形
成
す
る
存
在
で
あ
る
。
店
舗
や
作

業
場
は
保
有
せ
ず
、
小
売
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
港
付
近

の
路
上
等
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
イ
ヤ
ー
・
イ
ラ
ダ
ハ

ン
の
前
職
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
事
業
の
改
廃
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
ベ
ン
ダ
ー
は
、
多
く
の
初
期
投
資
を

要
さ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
参
入
が
容
易
な
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
の
ひ

と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
定
程
度
の
資
本
蓄
積
に
成
功
し

た
後
、
バ
イ
ヤ
ー
や
イ
ラ
ダ
ハ
ン
ヘ
と
水
産
物
流
通
業
者
と
し
て

規
模
拡
大
を
お
こ
な
っ
た
り
、
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
移
行
し
た
り
し

て
い
る
。

相
対
的
に
中
規
模
の
業
者
を
バ
イ
ヤ
ー
あ
る
い
は
ト
レ
ー
ダ
ー

と
呼
ぶ
（
両
者
の
相
違
は
特
に
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
以
下

で
は
バ
イ
ヤ
ー
と
記
述
す
る
）
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
自
宅

で
売
買
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
一
日
あ
た
り
の
売
上
高
が
一

0
0

＼
三

0
0
ペ
ソ
程
度
の
業
者
が
多
い
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
五
、

0
 0
0
ペ
ソ
／
日
程
度
を
売
り
上
げ
る
業
者
も
存
在
し
て
い
る
。
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図2-2 バタン湾産水産物のフードシステム

そ
し
て
、
よ
り
大
規
模
で
作
業
場
・
店
舗
を
保
有
し
、
複
数
地

域
で
の
売
買
を
手
が
け
る
よ
う
な
業
者
を
イ
ラ
ダ
ハ
ン

(
I
l
a
d
a
h
a
,
 

(14) 

n)
と
い
う
。
先
述
の
ベ
ン
ダ
ー
と
バ
イ
ヤ
ー
が
、
い
わ
ば
個
人
で

の
売
買
を
お
こ
な
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
イ
ラ
ダ
ハ

ン
は
企
業
と
し
て
の
体
裁
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。

（
~
＂
）
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
概
況
バ
タ
ン

湾
産
水
産
物
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
概
況
を
図

2
|
2
に
示
し

こ。t
 

起
点
と
な
る
の
は

バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域

三
町
の
漁
業
者
で
あ

る
。
漁
業
生
産
に
つ
い

て
は
次
に
詳
述
す
る

が
、
検
討
の
対
象
に
つ

い
て
先
に
述
べ
て
お

き
た
い
。
バ
タ
ン
湾
で

は
小
規
模
漁
業
と
養

殖
業
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
稿
で
取

り
扱
う
水
産
物
の
多

く
は
小
規
模
漁
業
に

よ
る
漁
獲
物
で
あ
り
、

特
に
主
要
―
―
一
種
と
位

置
づ
け
る
の
が
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
、
シ
ュ
リ
ン
プ
、
プ
ラ
ウ
ン
で
あ

る
。
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
は
一
部
蓄
養
が
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
天
然
漁
獲
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
シ
ュ
リ
ン
プ
も
ほ
ぼ

天
然
漁
獲
が
占
め
る
。
プ
ラ
ウ
ン
は
、
従
来
天
然
漁
獲
が
多
く
を

占
め
た
が
、
近
年
で
は
天
然
漁
獲
が
減
少
す
る
一
方
、
養
殖
生
産

の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
本
稿
で
の
取
り
扱
い
に
は
天
然
漁
獲

と
養
殖
生
産
を
含
む
。
ま
た
、
養
殖
物
に
つ
い
て
は
、
養
殖
業
者

が
加
工
や
輸
出
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
図
2
1
2
と
は
異
な
る
経

路
も
あ
る
が
、
そ
の
分
は
本
稿
で
の
取
り
扱
い
に
は
含
ま
な
い
。

そ
し
て
、
漁
業
者
に
よ
る
漁
獲
物
は
甚
本
的
に
生
鮮
や
生
き
た

状
態
で
流
通
す
る
。
ま
ず
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
漁
業

者
か
ら
直
接
、
あ
る
い
は
ベ
ン
ダ
ー
や
バ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
て
消
費

者
に
販
売
さ
れ
る
地
元
消
費
が
あ
る
。
ベ
ン
ダ
ー
を
通
じ
た
域
外

へ
の
流
通
は
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
域
外
流
通
は
漁
業
者
か
ら
直

接
、
あ
る
い
は
バ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
仕
向
け
先

と
し
て
は
、
カ
リ
ボ
、
パ
ナ
イ
島
北
端
の
観
光
地
で
あ
る
ボ
ラ
カ

イ
、
そ
し
て
ロ
ハ
ス
や
イ
ロ
イ
ロ
と
い
っ
た
パ
ナ
イ
島
内
の
周
辺

都
市
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
マ
ニ
ラ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
カ
リ
ボ
は
ア
ク
ラ
ン
州
の
州
都
で
あ
り
、
イ

ラ
ダ
ハ
ン
と
呼
ば
れ
る
流
通
業
者
が
存
在
し
て
い
る
。
カ
リ
ボ
を

中
継
し
て
ボ
ラ
カ
イ
等
の
最
終
消
費
地
に
向
か
う
経
路
と
、
カ
リ

ボ
在
住
の
消
費
者
や
観
光
客
を
対
象
と
し
た
消
費
が
あ
る
。
マ
ニ

ラ
で
は
主
に
最
終
消
費
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ロ
ハ
ス
等
の
周
辺
都
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3

バ
タ
ン
湾
に
お
け
る
漁
業
生
産
と
漁
業
者
の
ビ
ヘ
イ

ビ
ア

市
で
も
同
様
に
消
費
の
他
、
そ
こ
を
経
由
し
て
パ
ナ
イ
島
内
へ
の

流
通
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
世
界
的
な
観
光
地
で
あ
る
ボ

ラ
カ
イ
で
は
観
光
客
を
対
象
と
し
た
小
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ

ル
で
の
消
費
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
バ
タ
ン
湾
に
お
い
て
小
規
模
漁
業

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
生
鮮
魚
介
類
を
対
象
と
す
る
。
そ
し
て
、

バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
を
主
に
産
地
、
カ
リ
ボ
を
消
費
地
お
よ
び
中

継
地
点
、
ボ
ラ
カ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
パ
ナ
イ
島
内
の
地
域
お
よ

び
マ
ニ
ラ
を
最
終
消
費
地
と
し
て
位
慨
づ
け
、
そ
こ
で
構
成
さ
れ

て
い
る
生
鮮
魚
介
類
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
し
た
検
討
を
お

こ
な
っ
て
い
く
。

(
1
)
バ
タ
ン
湾
に
お
け
る
漁
業
生
産

表
3
|

1
は
、
バ
タ
ン
湾
沿
岸
一
二
町
の
二
0
―二
年
漁
業
統
計

(
M
u
n
i
c
i
p
a
l
 
fisheries 
profile)

を
基
に
、
各
町
の
漁
業
・
養
殖

業
生
産
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
町
全
体
で
は
養
殖
業
の

生
産
量
が
最
も
大
き
く
（
合
計
九
、
五
四
四

t
)
、
次
い
で
小
規
模

漁
業
の
生
産
量
が
大
き
い
（
合
計
三
、
二
四
八

t
)。
町
別
に
み
る

と、

三
部
門
の
合
計
は
ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト

ン
が
最
大
（
九、

0
1

九

t)
で
、
ま
た
、
各
生
産
部
門
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト

ン
が
最
も
生
産
量
が
大
き
か
っ

た
。
特
に
、
商
業
的
漁
業
は

ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
で
し
か
行

わ
れ
て
い
な
い
上
に
、
そ
の
生

産

量

（
一
、
八
―
二

t
)
は

ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
の
小
規
模

漁
業
生
産
量
（
二
、
五
四
三

t
)

よ
り
も
小
さ
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
バ
タ
ン
湾
の
漁
獲
漁

業
の
生
産
量
は
主
に
小
規
模
漁

業
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

小
規
模
漁
業
に
よ
り
使
用
さ

れ
る
漁
具
と
し
て
は
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ラ
ル

(
F
i
s
h
corral) 

と
呼
ば
れ
る
定
置
漁
具
が
最
も

普
及
し
て
い
る
。
―
1
0
―
二
年

(IS) 

の
調
査
に
よ
る
と
、
ニ

―
八
世

帯
（
調
査
対
象
漁
業
世
帯
の
四

三

・
七
％
）
が
こ
の
定
置
漁
具

を
利
用
し
て
い
た
。
そ
の
次
に
多
く
の
憔
家
世
帯
が
使
用
す
る
漁

具
は
刺
網

(
G
i
l
l

n
e
t
)

で
あ
る
が
、
所
有
世
帯
数
は
七

一
世
帯

（
一
五
・
ニ
％
）
で
あ
り
、
定
置
漁
具
が
特
に
多
く
の
世
帯
に
利
用

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
漁
具
と
し
て
は
、
ド
ラ
イ
ブ

表3-1 バタン湾周辺地域の漁業・養殖業生産 (2012)

蓑殖業

小規模漁業

商業的漁業

ュ
貨料 :Municipal tisheries profile 20] 2 

注：資料ではハタンの商業的漁業生産品はndと表記されていたが、町担当職員への聞き取りから、
商業的漁業生産は全くないことが確認された。

号一
115-o-517

夕レ,'‘
 

ァ

ニ
/4-_S 
口叶

9,554 

3,248 

1,812 

14,604 
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イ
ン
ネ
ッ
ト

(
D
r
i
v
e
,
 
in 
net)

が
五
三
世
帯
（
一
―
・
三
％
）
、

プ
ッ
シ
ュ
ネ
ッ
ト

(
P
u
s
h

net)

が
三
七
世
帯
（
七
・
九
％
）
、
カ

二
か
ご

(
C
r
a
b

pot)

が
三
五
世
帯
（
七
・
五
％
）
、
釣
り
漁
具

(
H
o
o
k
 a
n
d
 l
i
n
e
)
が
三
0
世
帯
（
六
•
四
％
）
と
い
っ
た
結
果

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
漁
業
の
主
要
な
漁
獲
対
象
と
し
て
は
、
エ
ビ
・
カ
ニ
類

等
の
甲
殻
類
の
他
、
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
魚
類
が
挙
げ
ら

れ
る
。
特
に
、
定
置
漁
具
の
主
要
な
漁
獲
対
象
は
シ
ュ
リ
ン
プ
や

プ
ラ
ウ
ン
等
の
エ
ビ
類
で
あ
り
、
資
源
が
豊
富
な
時
期
に
は
漁
業

者
に
大
き
な
収
入
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
カ
ニ
か
ご
が
主
要
な

漁
獲
対
象
と
す
る
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
は
、
高
い
価
格
で
取
引
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
漁
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
漁
獲
対
象
資
源
と
な
っ
て

い
る
。た

だ
し
、
バ
タ
ン
湾
に
お
い
て
は
漁
業
資
源
の
減
少
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
バ
タ
ン
湾
に
お
け
る
定
置
漁
具
一
ヵ

統
の
漁
獲
量
は
、
一
九
八

0
年
に
は
一
日
当
た
り
一
〇
槌
、
一
九

九
0
年
に
は
七
・
七
kg
で
あ
り
、
あ
る
程
度
豊
富
で
あ
っ
た
が
、

二
0
00
年
に
は
三
•
四
樗
二

0
0
六
年
に
は
一
・
七

k
gと
な

(17) 

り
、
資
源
の
劣
化
が
著
し
い
。
そ
れ
に
は
以
下
の
経
緯
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
資
源
が
豊
富
で
あ
っ
た

一
九
八

0
年
か
ら
一
九
九
五
年

の
間
に
、
エ
ビ
類
を
効
率
的
に
漁
獲
で
き
る
定
置
漁
業
へ
の
新
規

参
入
が
急
増
し
、
一
九
八

0
年
で
は
僅
か
な
数
で
あ
っ
た
バ
タ
ン

湾
内
の
定
置
漁
具
は
、
一
九
九
一
年
に
―
――
―
四
ヵ
統
に
ま
で
増
加

し
た
。
資
源
が
減
少
し
始
め
た
一
九
九
五
年
以
降
も
漁
具
数
の
増

(18
)
 

加
は
続
き
、
一
九
九
九
年
に
は
一
、
五
五
四
ヵ
統
と
な
っ
た
。
漁

(19) 

具
の
増
加
が
生
じ
た
過
程
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
八

0
年

代
に
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
で
エ
ビ
養
殖
業
が
発
展
し
た
こ
と
で
、

当
該
地
域
に
水
産
物
の
流
通
経
路
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
養

殖
生
産
物
の
流
通
イ
ン
フ
ラ
等
を
利
用
し
て
天
然
の
漁
獲
物
も
流

通
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
エ
ビ
類
の
産
地
価
格
が
上
昇
し
た
。
特

に
、
養
殖
エ
ビ
の
加
工
・
輸
出
業
者
が
、
バ
タ
ン
湾
を
含
む
周
辺

の
産
地
で
漁
獲
さ
れ
た
エ
ビ
類
を
仕
入
れ
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
に

輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
バ
タ
ン
湾
の
水
産
業
が
大
き

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
曝
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
バ
タ
ン
湾

の
漁
業
は
高
収
入
を
期
待
で
き
る
産
業
と
な
り
、
工
業
や
建
設
業

等
の
他
産
業
か
ら
の
参
入
や
投
資
が
増
加
し
た
。
特
に
、
定
置
漁

業
は
効
率
性
が
高
い
た
め
、
参
入
が
集
中
し
た
。
新
規
参
入
の
定

置
漁
業
者
に
対
し
、
水
産
物
流
通
業
者
が
、
漁
獲
物
の
独
占
買
い

取
り
契
約
を
結
ぶ
と
共
に
漁
具
の
資
材
費
や
設
置
費
用
を
貸
付
け

こ
。

t
 す

な
わ
ち
、
養
殖
業
の
発
展
に
伴
う
流
通
経
路
の
形
成
が
水
産

物
価
格
の
上
昇
を
惹
起
し
、
現
在
で
も
、
過
剰
漁
獲
に
よ
る
資
源

量
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
剰
漁
獲
お
よ
び
漁

業
資
源
の
減
少
が
顕
在
化
し
た
後
も
新
た
な
漁
具
の
設
置
や
効
率

化
が
進
み
、
資
源
へ
の
負
荷
を
高
め
続
け
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
述
し
た
よ
う
な
過
剰
漁
獲
が
発
生
す
る
ま
で
、
そ
し
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図3-1 原資別新設定置漁具数の動向
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て
現
在
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

動
を
と
っ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
。

漁
業
者
が
ど
の
よ
う
な
行

(
2
)
漁
業
者
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア

(
i
)
漁
業
者
に
よ
る
漁
具
入
手
と
資
金
調
達
行
動
ま
ず
、
資

源
や
流
通
の
変
化
に
曝
さ
れ
る
な
か
で
の
漁
業
者
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア

を
、
ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
町
ピ
ナ
モ
カ
ン
村
の
漁
業
者
の
漁
具
入

手
と
漁
具
購
入
資
金
の
調
達
行
動
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
。
図
3

|

1
は
、
ニ
ュ
ー
ワ
シ

ン
ト
ン
町
ピ
ナ
モ
カ

ン
村
第
三
地
区
の
漁

業
者

(n119
3
)

が
新
規

に
入
手
し
た
定
置
漁

具
の
数
を
、
入
手
費
用

の
原
資
別
お
よ
び
取

得
時
期
別
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
二

0
0

0
年
か
ら

二

0
0
四

年
の
新
規
入
手
漁
具

数
は

三

六

ヵ

統

で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
資

源
の
劣
化
が
報
告
さ

れ
て
い
る
―

1
0
0
0

15 

ID 

年
以
降
も
積
極
的
に
定
置
漁
具
が
入
手
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

入
手
費
用
の
原
資
に
注
目
す
る
と
、
最
も
多
く
漁
具
が
設
置
さ
れ

た
一
九
九

0
年
か
ら
一
九
九
四
年
の
時
期
は
自
己
資
金
の
み
に
よ

り
設
置
さ
れ
る
割
合
が
高
か
っ
た
（
六
四
％
）
の
に
対
し
、
二

0

0
0年
か
ら
二

0
0
四
年
の
時
期
は
自
己
資
金
の
み
の
割
合
が
減

少
し
（
三
六
％
）
、
貸
付
け
を
利
用
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

（
五
八
％
）
。

図
3
|
2
は
、
貸
付
け
を
使
っ
て
入
手
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
、
各
時
期
に
入
手
さ

れ
た
漁
具
の
数
を
、
貸

付
元
別
に
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

一
九
八

0
年

代
は
、
定
置
漁
具
新
設

資
金
の
貸
付
元
の
大
半

を
水
産
物
仲
買
人
が
占

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
一

九
八

0
年
か
ら
八
四
年

の
期
間
に
つ
い
て
は
、

四
ヵ
統
の
漁
具
が
貸
付

金
を
利
用
し
て
設
置
さ

れ
、
そ
の
四
ヵ
統
全
て

が
仲
買
人
か
ら
の
貸
付

金
を
利
用
し
て
設
置
さ

図3-2 貸付元別新設定置漁具数の動向

漁具数（統）
25 

■仲買人口貰（寸業者 口その他

20 

「］
1980-1984 1985-1989 1990-1994 1995-1999 2000-2004 2005-2010 
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れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九

0
年
か
ら
一
九
九
四
年
の
期
間
に
は
、

仲
買
人
か
ら
の
貸
付
け
は
そ
の
期
間
に
貸
付
け
が
行
わ
れ
た
事
例

の
半
数
未
満
と
な
り
、
さ
ら
に
、
一
九
九
五
年
以
降
は
仲
買
人
か

ら
の
貸
付
け
は
な
く
な
っ
た
。
代
わ
り
に
、
貸
付
業
者
（
具
体
的

に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
イ
ン
ド
人
系
の
金
貸
し
業
者
）

か
ら
借
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
資
源
が
豊
富
で
あ
っ

た
時
期
は
、
仲
買
人
と
漁
業
者
の
関
係
は
前
渡
資
金
に
よ
り
強
く

結
ば
れ
て
い
た
が
、
資
源
が
劣
化
し
、
漁
獲
量
が
減
少
し
た
こ
と

で
、
前
渡
資
金
を
回
収
で
き
な
い
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
た
め
に
、

仲
買
人
は
漁
具
購
入
費
用
の
貸
付
け
を
し
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
漁
業
者
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
を

利
用
し
、
漁
具
へ
の
投
資
を
継
続
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

漁
業
者
は
漁
獲
量
が
減
少
傾
向
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
仲
買
人
か
ら

の
前
渡
資
金
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
も
な
お
、
定
置
漁

具
の
積
極
的
な
入
手
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

(
"
1
1
)

漁
業
者
の
販
売
行
動
次
に
、
二

0
―
二
年
に
実
施
し
た

調
査
に
基
づ
き
、
漁
業
者
の
販
売
行
動
を
み
る
（
図
3
|
3
)
。
調

査
し
た
漁
業
者
の
う
ち
五
六
％
（
―

-四
四
名
）
は
漁
獲
し
た
魚
介

類
の
全
部
を
バ
イ
ヤ
ー
等
の
中
間
流
通
業
者
に
販
売
し
て
お
り
、

ま
た
、
四
四
％
の
漁
業
者
（
一
九
五
名
）
は
漁
獲
し
た
魚
介
類
の

全
部
あ
る
い
は
一
部
を
小
売
業
者
（
二
五
％
の
漁
業
者
）
、
卸
売
業

者
（
八
％
）
、
消
費
者
(
-
―
%
）
に
販
売
し
て
い
た
。
漁
業
者
が

小
売
業
者
へ
水
産
物
を
運
搬
す
る
方
法
と
し
て
は
徒
歩
が
最
も
多

く
三
三
％
で
、
次
い
で
バ
イ
ク
に
よ
る
運
搬
が
二
七
％
と
な
っ
て

い
た
。
漁
業
者
に
よ
る
卸
売
業
者
へ
の
販
売
で
は
、
四
一
％
の
漁

業
者
が
徒
歩
で
運
搬
し
て
い
た
。
漁
業
者
に
よ
る
消
費
者
へ
の
販

売
で
は
、
バ
イ
ク
あ
る
い
は
サ
イ
ド
カ
ー
付
き
バ
イ
ク
に
よ
り
運

搬
す
る
漁
業
者
が
五
五
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
販
売
場
所
を
借
り

て
い
る
漁
業
者
が
一
八
名
お
り
、
そ
の
場
所
代
は
一

1
0
ペ
ソ
、
五

0
円
／
日
程
度
で
、
年
間
で
一
五

0
0
ペ
ソ
、
四

0
0
0円
程
度

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
二
名
は
販
売
場
所
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
漁
業
者
の

多
く
は
と
く
に
販
売
活
動

を
お
こ
な
わ
ず
に
バ
イ

ヤ
ー
等
の
流
通
業
者
へ
の

販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

四
四
％
の
漁
業
者
は
販
売

活
動
を
お
こ
な
う
と
し
て

い
る
も
の
の
、
小
売
業
者
や

消
費
者
へ
の
販
売
は
そ
の

中
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
残

り
は
バ
イ
ヤ
ー
等
へ
の
販

売
と
な
っ
て
い
た
。
販
売
場

所
を
確
保
し
て
消
費
者
に

直
接
販
売
す
る
漁
業
者
も

存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
ご

図3-3 バタン湾周辺の漁業者による漁獲物の販売先
(n=467) 
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く
少
数
で
あ
り
、
多
く
の
漁
業
者
は
漁
獲
物
を
そ
の
ま
ま
流
通
業

者
に
売
り
渡
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
面
）
漁
業
者
の
意
識
お
よ
び
ス
キ
関
係
の
存
在
と
ビ
ヘ
イ
ビ
ア

バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
漁
業
者
に
お
け
る
生
産
・
販
売
行
動
に
は
、

地
域
に
お
け
る
地
縁
・
血
縁
を
基
底
と
し
た
関
係
や
意
識
構
造
が

強
く
影
響
し
て
い
る
。

バ
タ
ン
湾
沿
岸
の
漁
業
者
は
、
「
漁
業
管
理
が
必
要
」
と
い
う
認

識
を
も
つ
一
方
、
「
海
や
漁
業
資
源
に
つ
い
て
心
配
す
る
こ
と
は
な

い」、

「海
が
資
源
を
何
と
か
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
た
。
こ
こ
で
、
二

0
―
二
年
の
質
問
票
調
査
の
結
果
に
基
づ

き
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
に
お
け
る
漁
業
者
の
属
性
を
み
る
と
、
調
査

対
象
者
の
う
ち
、
地
元
出
身
者
が
六
八
％
を
占
め
て
い
た
。
残
り

三
二
％
は
移
入
者
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
三
二
％
が
別
の
州
出
身
、

四
二
％
が
ア
ク
ラ
ン
州
内
の
別
の
町
出
身
、
二
六
％
が
町
内
の
別

の
村
出
身
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
移
入
者
の
六
四
％
は
配
偶
者

（
妻
）
が
地
元
出
身
者
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
調
査
地
は
住
民
間
の

地
縁
・
血
縁
の
つ
な
が
り
の
強
い
地
域
と
い
え
る
。
ま
た
、
幸
福

度
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
、
「
と
て
も
幸
せ
」
と
い
う
回
答
が
一
九

％
、
「
幸
せ
」
が
七

0
%、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
九
％
、
「
不
幸

せ
」
が
一
％
、
「
と
て
も
不
幸
せ
」
が

0
％
で
あ
り
、
収
入
の
レ
ベ

ル
が
貧
困
層
に
位
置
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
幸
福
疫
が
高
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
強
固
な
人
間
関
係
に
よ
る
互
助
シ
ス
テ
ム
と
時
間
的
に

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
漁
獲
蟄
の
減
少
と
い
う
現
実
と
相
反
し
て
漁
業
者

が
定
置
漁
具
を
設
置
し
続
け
る
と
い
う
状
況
は
、
定
置
漁
具
の
性

能
に
対
す
る
高
い
評
価
に
加
え
、
海
の
魚
の
量
は
自
然
と
回
復
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
漁
業
者
の
資
源
観
に
起
因
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

漁
業
者
に
よ
る
漁
獲
物
の
販
売
に
お
い
て
は
、
ス
キ
関
係
が
璽

要
と
な
る
。
ス
キ

(
S
u
k
i
)

と
は
「
お
得
意
様
」
と
訳
さ
れ
る
よ

う
な
得
意
先
関
係
で
、
水
産
業
界
に
限
ら
ず
一
般
的
に
用
い
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
お
得
意
様
と
い
う
日
本
語
が
顧
客
（
買
う
側
）
を

表
し
て
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ス
キ
は
売
る
側
と
買
う
側
を
区

別
せ
ず
、
双
方
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
漁

業
者
や
水
産
物
流
通
業
者
、
資
材
業
者
等
と
の
固
定
的
な
取
引
関

係
を
指
し
て
、
ス
キ
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

二
0
1
0
年
に
実
施
し
た
調
査
（
ピ
ナ
モ
カ
ン
第
三
地
区
の
漁

業
者
へ
の
聞
取
り
調
査
）
の
過
程
で
、

一
部
の
調
査
対
象
漁
業
者

（
一
九
名
）
に
対
し
て
、
販
売
先
の
ス
キ
を
選
ぶ
基
準
を
尋
ね
た
。

そ
の
結
果
は
、
回
答
数
の
多
い
順
に
、
価
格
が
よ
い
こ
と
（
四
人
）
、

親
族
で
あ
る
こ
と
（
四
人
）
、
自
ら
の
家
や
漁
具
か
ら
販
売
先
が
近

い
こ
と
（
四
人
）
、
妻
が
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る
（
三
人
）
、
漁
獲
物
を

渡
す
際
に
現
金
で
代
金
を
支
払
っ
て
く
れ
る
こ
と
（

一
人
）
、
な
じ

み
深
い
こ
と
（
一
人
）
、
資
金
を
貸
し
て
く
れ
る
こ
と
（
一
人
）
、

そ
の
時
に
よ
る
（
ス
キ
関
係
を
も
た
な
い
）
（

一
人
）
、
で
あ
っ
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
調
査
地
に
お
い
て
、
ス
キ
は
、
地
縁
・
血
縁
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に
よ
る
関
係
構
築
が
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
調
査
地
に
お
け
る
漁
獲
物

の
販
売
は
、
地
縁
・
血
縁
に
基
づ
く
互
助
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み

込
ま
れ
て
い
た
。

漁
業
者
が
販
売
を
基
本
的
に
ス
キ
に
委
ね
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
販
売
の
安
定
化
や
生
産
と
販
売
の
分
業
に
よ
る
効
率
化

が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
漁
業
者
の
行
動
が
生
産
に

特
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
漁
業
者
自
身
に
よ
る
市
場
動
向
等
に
つ

い
て
考
慮
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
低
く
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
資
源
状
況
が
悪
化
す
る
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
に
満
た

な
い
サ
イ
ズ
の
漁
獲
と
い
っ
た
非
効
率
的
な
行
動
を
引
き
起
こ
す

一
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
キ
の
選
定
基
準
に
関
す
る
回
答
と
し
て
価
格
や
取
引

条
件
を
挙
げ
る
漁
業
者
も
お
り
、
前
渡
資
金
や
取
引
金
額
等
の
条

件
に
よ
る
関
係
構
築
も
あ
る
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
。
地
縁
・
血

縁
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
ス
キ
関
係
の
場
合
、
関
係
は
変
化
し

に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
価
格
や
取
引
条
件
に
よ
り
選
択
さ
れ

る
場
合
は
、
条
件
に
よ
り
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
漁

業
者
の
家
や
漁
具
か
ら
販
売
先
が
近
い
こ
と
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て

い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
イ
ラ
ダ
ハ
ン
に
よ

る
バ
イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
の
戦
略
が
有
効
に
機

能
し
、
取
引
関
係
の
再
編
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

(1)
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
流
通

(i)
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
調
達
と
販
売

バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
水
産
物
の
調
達
状
況
を

表
4

—

ー
に
示
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
が
取
り
扱
う
中
心
と
な
っ
て
い

る
の
は
相
対
的
に
高
価
な
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
、
シ
ュ
リ
ン
プ
、
プ
ラ

ウ
ン
と
い
う
三
種
で
あ
り
、
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
取
扱
量
全
体
の
約

六

0
％
を
占
め
て
い
る
。
バ
イ
ヤ
ー
が
一
八
件
存
在
す
る
中
、
マ
ッ

ド
ク
ラ
ブ
は
一
五
件
、
シ
ュ
リ
ン
プ
は
―
二
件
が
取
り
扱
う
重
要

種
で
あ
る
。
調
達
元
の
ほ
と
ん
ど
は
生
産
者
で
あ
り
、
マ
ッ
ド
ク

ラ
ブ
で
は
一

0
0
%、
シ
ュ
リ
ン
プ
と
プ
ラ
ウ
ン
で
も
ほ
と
ん
ど

を
占
め
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
生
産
者
と
流
通
業
者
の
間
で

は
ス
キ
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
本
と
し
た
取
引
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
主
要
三
種
の
合
計
で
み
た
バ
イ
ヤ
ー
の
平
均
ス
キ
数
は
二

六
と
な
っ
て
い
る
。
調
達
場
所
は
バ
イ
ヤ
ー
の
自
宅
が
多
く
、
バ

イ
ヤ
ー
の
元
に
漁
業
者
が
持
ち
込
む
形
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ュ
リ
ン
プ
と
プ
ラ
ウ
ン
で
み
ら
れ
る
そ
の
他
の
調
達
場
所
は
、

バ
イ
ヤ
ー
が
養
殖
業
者
に
赴
い
て
調
達
し
て
い
る
も
の
を
指
す

が
、
こ
れ
は
一
業
者
の
み
で
あ
っ
た
。
調
達
場
所
と
し
て
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
は
、
各
町
に
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
指
す
。

4

バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
流
通
と
流
通
業
者
の
ビ
ヘ
イ

ビ
ア
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表4-1 バタン湾周辺地域のバイヤーによる主要魚種別調達状況

(t・% ・業者）

調達元別塁（割合） 調達場所別囮（割合）

魚植 調達罰合計 魚種別割合 業者数

生産者 流通業者 その他 自宅 マーケット その他

78 4 67 5 10 9 
マッドクラブ 78 4 22% 15 

100% 861% 13 9% 

62 1 0 5 58 5 20 2 2 
シュリンプ 62 6 18% 12 

991% 09% 93 4% 31% 35% 

60 9 1 6 59 7 06 22 
ブラ ウン 62 5 18% 6 

97 4% 26% 95 5% 1% 35% 

201 4 2 2 00 185 7 13 5 44 
3杜合叶 203 6 58% 

98 9% 11% 0% 912% 66% 21% 

1477 02 03 77 9 36 8 33 7 
その他 148 3 42% ， 

99 6% 02% 02% 52.5% 24 8% 22 7% 

349 1 24 0 3 263 5 50 3 38 0 
合計 351 9 100% 

99 2% 07% 01% 74 9% 14 3% 108% 

バ
イ
ヤ
ー
や
ベ
ン
ダ
ー
が
売
買
ス
ペ
ー
ス
を
保
有
し
、
主
に
地
元

消
費
者
向
け
の
小
売
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
生
産
者
と
流
通
業

者
を
含
む
業
者
間
で
の
取
引
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

(21) 
る。

そ
の
他
の
魚
種
で
多
い
の
は
、
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ラ
ビ
ッ

ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、
さ
ら
に
エ
ビ
類
や
貝
類
を
含
む
多
品
種

少
量
の
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
調
達
元
は
漁
業
者
が
ほ
と
ん
ど
を

占
め
る
。
主
要
三
種
と
異
な
る
の
は
、
自
宅
で
の
調
達
割
合
が
低

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
で
は
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
中
心
に
バ

イ
ヤ
ー
が
養
殖
業
者
に
赴
い
て
お
こ
な
う
買
い
付
け
が
多
く
、
バ

イ
ヤ
ー
の
必
要
に
応
じ
た
都
度
の
取
引
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
漁
業
者
の
持
ち
込
み
に
よ
る
都
度
の
取
引
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ス
キ
に
基
づ
く
固
定
的
な
取
引
関
係
が
基
本

で
あ
り
、
主
要
三
種
で
は
そ
れ
が
強
固
で
あ
る
一
方
、
そ
の
他
の

魚
種
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ッ
ト
取
引
も
あ
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
マ

ー

ケ
ッ
ト
が
少
量
多
品
種
な
漁
獲
物
に
関
す
る
需
給
斉
合
の
場
と
し

て
も
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
販
売
状
況
を
表
4
|
2
に
示
し
た
。
販
売
先

を
地
域
別
に
み
る
と
、
主
要
三
種
に
つ
い
て
は
、
バ
タ
ン
湾
周
辺

地
域
が
約
三
四
％
、
ボ
ラ
カ
イ
が
同
等
の
約
―
二
二
％
で
続
き
、
カ

リ
ボ
が
約
一
六
％
、
マ
ニ
ラ
も
一
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ッ
ド

ク
ラ
ブ
で
は
マ
ニ
ラ
の
割
合
が
最
も
高
く
、
ボ
ラ
カ
イ
が
続
く
。

プ
ラ
ウ
ン
は
ボ
ラ
カ
イ
の
割
合
が
約
六
二
％
と
高
く
、
バ
タ
ン
湾
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表4-2 バタン湾周辺地域のバイヤーによる主要魚種別販売先

地域 業態
合計

バタン カリポ ポラカイ 口Iヽス イロイロ マ―-フ- 消費者 バイヤ ー イラダハン 祐出業者 その他

20 0 14 8 20 I 14 23 3 68 46 6 71 19 1 79 6 
マッドクラプ

251% 186% 25 3% 1 7% 29 3% 86% 58 5% 89% 24 0% 100% 

34 4 13 2 71 80 53 36 7 20 7 62 7 
シュリンプ

549% 211% 113% 128% 85% 58 5% 33 0% 100% 

15 4 41 38 2 2 8 14 I 8 55 4 47 61 9 
プラウン

24 8% 67% 61 8% 4 5% 23% 2 9% 89 5% 7 6% 100% 

69 7 321 65 4 I 4 2 8 32 7 13 9 138 6 32 4 191 1041 
3種合計

34 2% 15 7% 32 0% 07% I 4% 160% 68% 67 9% 15 9% 9 4% 100% 

138 5 27 06 14 48 5 93 2 I 4 143 2 
その他

96 7% 19% 1 0% 33 9% 651% I 0% 100% 

208 2 34 9 66 0 14 42 32 7 62 5 231 9 32 4 191 I 4 347 3 
合計

59 9% 10 0% 19 0% 0 4% 12% 9 4% 180% 66 8% 9 3% 55% 0 4% 100% 

＇ 
9
0
 

0
9
 

t
 

，
 

注l 質問｝テ出に伴う欠損値が存在しているため、調達凪と必ずしも一致しない。

注,,ここでのバタンとは、パタン湾周辺の3町を示している。

周
辺
地
域
が
続
き
、
周
辺
都
市
の
イ
ロ
イ
ロ
ヘ
の
販
売
も
あ
る
。

シ
ュ
リ
ン
プ
は
バ
タ
ン
湾
局
辺
地
域
が
約
五
五
％
と
高
く
、
カ
リ

ボ
が
続
い
て
い
る
。

販
売
先
別
に
見
る
と
、
主
要
―
―
一
種
の
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
消
費
者

へ
の
直
接
販
売
は
七
％
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ベ
ン
ダ
ー
を
介

し
た
小
売
も
あ
る
た
め
、
実
際
の
地
元
消
費
量
は
バ
イ
ヤ
ー
に
よ

る
消
費
者
へ
の
販
売
量
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
要

三
種
の
中
で
も
、
シ
ュ
リ
ン
プ
は
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
バ
タ
ン

湾
周
辺
地
域
へ
の
販
売
も
多
く
、
相
対
的
に
地
元
消
費
に
多
く
向

け
ら
れ
る
が
、
と
く
に
高
級
種
で
あ
る
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
と
プ
ラ
ウ

ン
の
地
元
消
費
は
少
な
く
、
主
に
ボ
ラ
カ
イ
や
マ
ニ
ラ
、
カ
リ
ボ

と
い
っ
た
域
外
の
流
通
業
者
に
向
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
魚
種
に

つ
い
て
は
、
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
消
費
者
へ
の
販
売
が
約
三
四
％
、

地
域
別
に
み
て
も
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

た
。
バ
イ
ヤ
ー
・
ベ
ン
ダ
ー
経
由
が
最
も
多
く
、
こ
れ
ら
流
通
業

者
を
介
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
小
売
や
、
バ
イ

ヤ
ー
に
よ
る
直
接
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
域
外
へ
の
物

流
と
し
て
は
、
バ
イ
ヤ
ー
が
自
前
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
用
い
て
運
ぶ

他
、
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
（
屋
根
付
き
サ
イ
ド
カ
ー
付
き
バ
イ
ク
）
や

自
動
車
を
雇
っ
て
運
ぶ
、
ジ
プ
ニ
ー
や
バ
ス
等
の
交
通
機
関
を
利

用
し
て
、
載
せ
た
荷
物
を
現
地
で
業
者
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
、

と
い
っ
た
方
法
が
あ
っ
た
。

以
上
よ
り
、
域
外
流
通
に
仕
向
け
ら
れ
る
主
要
―
―
一
種
と
地
元
流
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通
に
仕
向
け
ら
れ
る
そ
れ
以
外
の
魚
種
、
と
い
う
構
図
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
、
域
外
流
通
に
お
い
て
は
、
マ
ニ
ラ
や
ボ
ラ
カ

イ
に
直
接
仕
向
け
ら
れ
る
も
の
が
多
い
一
方
で
、
カ
リ
ボ
ヘ
の
販

売
も
一
定
程
度
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
カ
リ
ボ
は
ア
ク
ラ
ン
州

の
州
都
で
あ
り
、
ボ
ラ
カ
イ
や
マ
ニ
ラ
ヘ
の
中
継
地
点
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
で
は
カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
に
よ
る
バ
タ
ン
湾
産
水

産
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

(
"
1
1
)

カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
に
よ
る
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
調

達

と

販

売

表

4
|
3
に
、
カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ

ハ
ン
四
件
に
よ
る

水
産
物
の
調
達
状
況
を
示
し
た
。
主
要
三
種
の
割
合
が
五
七
％
を

占
め
、
カ
リ
ボ
に
お
い
て
も
こ
の
三
種
の
地
位
は
高
い
。
そ
の
他

を
構
成
す
る
の
は
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
や
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で

あ
り
、
主
要
三
種
の
よ
う
な
高
級
水
産
物
と
、
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ

の
よ
う
な
広
く
現
地
に
普
及
し
て
い
る
水
産
物
が
取
り
扱
わ
れ
て

い
た
。
主
要
三
種
に
つ
い
て
、
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
は
四
件
す
べ
て
の
、

シ
ュ
リ
ン
プ
と
プ
ラ
ウ
ン
は
三
件
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
が
取
り
扱
っ
て

い
た
。
調
達
地
域
を
み
る
と
、
主
要
三
種
は
バ
タ
ン
湾
周
辺
三
町

の
割
合
が
七
四
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
も
六
四
％
を
占

め
て
お
り
、
カ
リ
ボ
ヘ
の
水
産
物
供
給
源
と
し
て
バ
タ
ン
湾
は
重

要
な
地
位
に
あ
る
と
い
え
る
。
業
態
別
の
調
逹
元
を
み
る
と
、
主

要
三
種
は
生
産
者
の
割
合
が
七
四
％
で
あ
っ
た
。

先
に
確
認
し
た

バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
バ
イ
ヤ
ー
を
経
由
し
た
調
達
に
加
え
、
バ

タ
ン
湾
周
辺
地
域
を
中
心
と
し
た
生
産
者
と
の
取
引
に
よ
る
調
達

が
多
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
要
三
種
以
外
で

は
バ
タ
ン
湾
産
の
シ
ェ
ア
が
若
干
小
さ
く
、
業
態
と
し
て
は
生
産

者
が
中
心
と
な
る
。
な
お
、
カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
も
生
産
者
と

ス
キ
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
主
要
三
種
で
の
平
均
ス
キ
数
は
三
六

で
あ
る
。

調
達
場
所
は
主
要
三
種
に
つ
い
て
は
す
べ
て
、
そ
の
他
に
つ
い

て
も
ほ
と
ん
ど
が
イ
ラ
ダ
ハ
ン
の
店
舗
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
者

お
よ
び
流
通
業
者
が
ジ
プ
ニ
ー
等
を
用
い
て
イ
ラ
ダ
ハ
ン
に
出
荷

し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
に
、
バ
イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
買
取
り
専
門
支
店
）
を
設
置
し
て
い
る
イ
ラ
ダ
ハ
ン
も

あ
り
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
の
生
産
者
か
ら
の
調
達
は
こ
の
分
を
含
ん

で
い
る
。
バ
イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
産
地
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
生
産
者
か
ら
の
恒
常
的
な
買
い
取
り
機
会
の
確
保
と
共
に
、

地
元
の
バ
イ
ヤ
ー
等
を
介
さ
な
い
調
達
を
可
能
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
ス
キ
で
あ
る
生
産
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
そ
の
他
の
ス

ポ
ッ
ト
的
な
取
引
に
お
い
て
も
有
効
に
機
能
す
る
。

イ
ラ
ダ

ハ
ン
に
よ
る
販
売
動
向
を
表
4
|
4
に
示
し
た
。
地
域

別
に
み
る
と
、
カ
リ
ボ
の
他
、
ボ
ラ
カ
イ
、
マ
ニ
ラ
、
周
辺
都
市

の
ロ

ハ
ス
と
ア
ン
テ
イ
ケ
が
み
ら
れ
た
。
主
要
三
種
に
つ
い
て
は
、

カ
リ
ボ
が
三
二
％
と
最
も
多
く
、
マ
ニ
ラ
と
ボ
ラ
カ
イ
が
二

0
%

前
後
で
続
く
。
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
の
三
六
％
は
カ
リ
ボ
ヘ
の
販
売
で

あ
る
が
、
残
り
の
約
六

0
％
は
カ
リ
ボ
か
ら
ボ
ラ
カ
イ
や
マ
ニ
ラ

に
出
荷
さ
れ
、
ロ
ハ
ス
で
は
さ
ら
に
イ
ラ
ダ
ハ
ン
や
輸
出
業
者
を
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表4-3 カリボのイラダハンによる水産物の調達状況

（業者 ・t・%)

魚種
調達地域別量 ・割合 調達元別量 ・割合 調達場所別量 割 合 調達置 魚種別

業者数

バタン その他 生産者 流通業者 その他 店舗マーケット
合計 割合

83 37 96 24 120 120 
マッドクラブ 23% 4 

69% 31% 80% 20% 100% - 100% 

31 3 22 11 33 33 
シュリンプ 6% 3 

92% 8% 66% 34% 100% - 100% 

104 38 101 41 142 142 
プラウン 27% 3 

73% 27% 71% 29% 100% 96% 

217 78 219 76 295 295 
3種合計 57% 

74% 26% 74% 26% 100% - 100% 

141 80 163 35 23 211 10 221 
その他 43% 3 

64% 36% 74% 16% 10% 95% 5% 100% 

358 158 382 111 23 506 10 516 
合計 100% 

69% 31% 74% 22% 4% 98% 2% 100% 

注 ．ここ でのバタンとは、バタン湾周辺の3町を示している。

表4-4 カリポのイラダハンによる主要魚種別販売先

(t・%) 

地域 業態
Total 

カリポ 仁11ヽス アンティケ ポラカイ マニラ 消費者 パイヤー イラダハン レストラン 小売業者

43 5 177 
マッドクラプ

22 5 36 4 76 39 6 02 72 8 120 I 

36 2% 14 7% 18 7% 30 3% 6 3% 33 0% 02% 60 6% 100% 

シュリンプ
71 21 8 24 31 3 31 3 

22 7% 69 8% 7 6% 100% 100% 

44 1 32 8 
プラウン

33 2 31 9 441 32 8 I 4 63 7 142 0 

311% 231% 234% 22 4% 311% 231% 10% 44 9% 100% 

94 7 50 5 
3種合計

21 8 58 1 68 3 517 70 9 32 8 15 136 5 2934 

32 3% 17 2% 74% 19 8% 23 3% 17 6% 24 2% 112% 05% 46 5% 100% 

106 7 22 8 24 4 72 8 32 9 41 0 25 150 2 226 6 
その他

471% ID 0% 108% 32 1% 14 5% 181% 11% 66 3% 100% 

合計
2014 44 6 82 5 1411 84 6 1118 4 1 286 7 520 0 

38 7% 86% 159% 271% 16 3% 215% 08% 551% 100% 

吐 竹問方法に伴う欠捐f直が存存しているため、調i当品と必ずしも一致しない。
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経
由
し
て
周
辺
地
域
に
仕
向
け
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
リ
ン
プ
の
大

半
は
パ
ナ
イ
島
西
部
に
位
置
す
る
ア
ン
テ
イ
ケ
に
向
く
。
販
売
先

の
業
態
は

一
0
0
％
が
バ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
パ
ナ
イ
島
西
部
の
各

地
に
販
売
さ
れ
る
割
合
が
高
い
。
プ
ラ
ウ
ン
は
、
カ
リ
ボ
、
ロ
ハ

ス
、
ボ
ラ
カ
イ
、
マ
ニ
ラ
の
消
費
地
に
出
荷
さ
れ
る
。
ロ
ハ
ス
へ

の
出
荷
分
は
シ
ュ
リ
ン
プ
と
同
様
、
さ
ら
に
周
辺
地
域
に
向
け
ら

れ
る
。
な
お
、
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
と
プ
ラ
ウ
ン
の
マ
ニ
ラ
ヘ
の
販
売

に
つ
い
て
は
、
一
件
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
が
大
口
の
取
引
を
持
つ
の
み

で
あ
り
、
多
く
の
業
者
が
多
く
の
魚
種
を
仕
向
け
る
と
い
う
意
味

で
は
、
ボ
ラ
カ
イ
の
方
が
安
定
的
な
仕
向
け
先
と
な
っ
て
い
る
。

主
要
三
種
以
外
で
は
、
カ
リ
ボ
が
約
五

0
％
で
約
三

0
％
の
マ
ニ

ラ
が
続
く
。
カ
リ
ボ
で
の
地
元
消
費
で
は
消
費
者
へ
の
直
接
販
売

の
他
、
バ
イ
ヤ
ー
や
小
売
業
者
へ
の
販
売
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
カ
リ
ボ
で
の
調
達
に
お
け
る
バ
タ
ン
湾
の
位
置
づ

け
は
高
く
、
と
く
に
バ
イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
買
い

付
け
を
含
む
生
産
者
か
ら
の
調
達
が
多
か
っ
た
。
販
売
に
お
い
て

は
カ
リ
ボ
が
最
も
多
く
、
消
費
地
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
。

一
方
、
ボ
ラ
カ
イ
や
マ
ニ
ラ
、
そ
し
て
ロ
ハ
ス
等
の
周
辺
地
へ
の

仕
向
け
も
一
定
程
度
あ
り
、
中
継
地
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。

(
~
I
l
l
)

ボ
ラ
カ
イ
に
お
け
る
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
観
光
消
費

バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
最
終
需
要
先
と
し
て
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地

域
と
カ
リ
ボ
の
他
、
ボ
ラ
カ
イ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ボ
ラ
カ
イ
は
観
光
地
と
し
て
の
高
い
知
名
度
を
有
し
、

観
光
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

観
光
客
に
水
産
物
を
提
供
す
る
場
所
と
し
て
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ホ
テ
ル
と
、
ウ
ェ
ッ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
称
さ
れ
る
生
鮮
・
加
工
食

品
を
扱
う
小
売
店
群
で
形
成
さ
れ
る
市
場
が
あ
り
、
三
つ
の

ウ
ェ
ッ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
確
認
で
き
た
。
ひ
と
つ
は
、
デ
ィ
ー
タ

リ
パ
パ

(
D
'Talipapa)

と
い
う
土
産
品
店
や
飲
食
店
等
も
擁
す
る

観
光
客
向
け
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
に
あ
る
。
デ
ィ
ー
タ
リ

パ
パ
の
ウ
ェ
ッ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
一
六
件
の
ス
ト
ー
ル
が
水
産

物
を
取
り
扱
っ
て
い
た
。
観
光
客
は
市
場
で
購
入
し
た
水
産
物
を

飲
食
店
で
調
理
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
―

―
つ
目
は
デ
ィ

モ
ー
ル

(D"
M
a
l
l
)

と
い
う
観
光
客
向
け
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
内
に
あ
る
タ
リ
パ
パ
・
デ
ィ
モ
ー
ル
で
あ
る
が
、
二
件
の
小
規

模
な
ス
ト
ー
ル
が
存
在
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
つ

目
の
ウ
ェ
ッ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
タ
リ
パ
パ
・
ブ
キ

(
b
u
k
i
d
)

も
あ
る
が
、
観
光
地
と
は
距
離
が
あ
り
、
地
元
住
民
向
け
の
品
揃

え
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
そ
こ
で
は
二

0
一
五
年
八
月
に
火
災

が
あ
り
、
ス
ト
ー
ル
や
宿
泊
施
設
の
倒
壊
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。そ

こ
で
、
以
下
で
は
デ
ィ
ー
タ
リ
パ
パ
に
お
け
る
バ
タ
ン
湾
産

水
産
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
今
回
の
調
査
で
は
、

デ
ィ
ー
タ
リ
パ
パ
で
水
産
物
を
取
り
扱
っ
て
い
た
一
六
件
の
ス

ト
ー
ル
す
べ
て
に
対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
な
お
、

各
ス
ト
ー
ル
が
取
り
扱
っ
て
い
る
す
べ
て
の
水
産
物
に
つ
い
て
で
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表4-5 D'Talipapa (Boracay)におけるバタン湾産水産物の取扱状況

（件 .t. %) 

販売
バタン湾産 バタン湾産取扱ス トールによ る調達状況

ス トール
取扱 バタン湾産

ストール パタ ン湾産 その他 合計
の割合

マッド クラプ 16 6 65 2 129 194 2 33 6 

プラ ウン 16 4 716 139 5 2111 33 9 

バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
調
査
と
な
っ

は
な
く
、

て
い
る
。

各
ス
ト
ー
ル
の
オ
ー
ナ
ー
所
在
地
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
マ
カ
ト
に
四
、
イ
バ
ハ
イ
、
ロ
ハ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
三
、
カ
リ

ボ
と
ニ
ュ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
二
、
リ
バ
カ
オ
と
イ
ロ
イ

口
に
そ
れ
ぞ
れ
一
で
あ
る
。
リ
バ
カ

オ
は
パ
ナ
イ
島
の
中
央
部
、
イ
ロ
イ

口
は
南
部
に
位
置
す
る
が
、
他
は
パ

ナ
イ
島
北
部
の
町
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
観
光
地
ボ
ラ
カ
イ
島
に
供

給
さ
れ
て
い
る
水
産
物
は
パ
ナ
イ
島

北
部
産
が
主
と
い
え
る
。
出
自
お
よ

び
本
業
は
様
々
で
あ
る
が
、
カ
リ
ボ

の
一
件
は
先
述
し
た
イ
ラ
ダ
ハ
ン
の

ひ
と
つ
に
よ
る
出
店
で
あ
り
、
詳
細

は
後
述
す
る
。
取
り
扱
い
ア
イ
テ
ム

と
し
て
は
、
魚
類
も
一
部
見
ら
れ
た

も
の
の
甲
殻
類
が
中
心
で
あ
り
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

プ
ラ
イ
ス
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
、
マ
ッ
ド

ク
ラ
ブ
、
プ
ラ
ウ
ン
、
シ
ュ
リ
ン
プ

で
あ
っ
た
。

表
4
|
5
に
示
し
た
の
は
、
デ
ィ
ー
タ
リ
パ
パ
の
ウ
ェ
ッ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
取
扱
状
況
で
あ

り
、
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
と
プ
ラ
ウ
ン
が
確
認
さ
れ
た
。
マ
ッ
ド
ク
ラ

ブ
と
プ
ラ
ウ
ン
は
全

一
六
ス
ト
ー
ル
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
バ
タ
ン
湾
産
は
、
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
は
六
件
、
プ
ラ
ウ
ン

は
四
件
が
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
バ
タ
ン
湾
産

を
取
り
扱
う
ス
ト
ー
ル
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
扱
量
は
年
間
二
0

O
t
程
度
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
バ
タ
ン
湾
産
が
占
め
る
割
合
は
い

ず
れ
も
三

0
％
程
度
で
あ
っ
た
。
な
お
、
シ
ュ
リ
ン
プ
の
取
り
扱

い
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
バ
イ
ヤ
ー
、
カ
リ

ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
共
に
、
ボ
ラ
カ
イ
ヘ
の
シ
ュ
リ
ン
プ
の
販
売
量

は
相
対
的
に
少
な
い
た
め
、
整
合
的
と
判
断
で
き
る
。

(2)
流
通
業
者
の
ピ
ヘ
イ
ビ
ア
イ
ラ
ダ
ハ
ン

U
に
よ
る
川

上
・
川
下
へ
の
進
出

以
上
か
ら
、
バ
タ

ン
湾
産
水
産
物
の
取
引
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ

カ
イ
や
カ
リ
ボ
の
需
要
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
に
、
資
金

力
と
ス
キ
関
係
や
地
理
的
条
件
に
基
づ
く
集
荷
力
を
確
保
す
る
こ

と
が
、
ひ
と
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
バ
タ
ン
湾
周

辺
地
域
の
バ
イ
ヤ
ー
は
ス
キ
関
係
に
基
づ
く
集
荷
を
お
こ
な
っ
て

い
た
。
そ
の
ス
キ
関
係
の
強
度
に
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
は
先
述

し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
新
た
な
ス
キ
の
獲
得

や
販
路
開
拓
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
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カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
に
お
い
て
は
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
バ

イ
ヤ
ー
と
比
較
し
て
相
対
的
に
希
薄
な
地
縁
・
血
縁
関
係
を
克
服

す
る
必
要
が
あ
り
、
ス
キ
関
係
の
固
着
性
が
失
わ
れ
る
可
能
性
は

集
荷
機
会
を
増
加
さ
せ
る
機
会
と
捉
え
ら
れ
る
。
実
際
、
イ
ラ
ダ

ハ
ン
は
集
荷
に
お
け
る
新
規
ス
キ
の
確
保
や
バ
イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
、
販
売
に
お
け
る
カ
リ
ボ
で
の
外
食
店
経
営
や
ボ

ラ
カ
イ
で
の
ス
ト
ー
ル
保
有
に
よ
る
小
売
機
会
の
確
保
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ

ン
U
を
事
例
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態
と
、

川
上
・

川
下
へ
の
取
り

組
み
拡
大
の
動
き
に
つ
い
て
見
る
。

イ
ラ
ダ
ハ
ン

U
は
二

0
0
0
年
九
月
、
カ
リ
ボ
に
設
立
さ
れ
た
。

オ
ー
ナ
ー
は
そ
れ
ま
で
カ
リ
ボ
で
現
在
も
経
営
さ
れ
て
い
る
他
の

イ
ラ
ダ
ハ
ン
で
選
別
の
業
務
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や

資
金
を
蓄
積
し
た
後
に
起
業
し
て
い
る
。
現
在
六
名
を
雇
用
し
、

マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
、
シ
ュ
リ
ン
プ
、
プ
ラ
ウ
ン
の
他
、
バ
ナ
メ
イ
や

ロ
ブ
ス
タ
ー
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
起
業
当
初
か
ら
ア
ル

タ
バ
ス
町
に
、
二

0
0
八
年
か
ら
は
バ
タ
ン
町
に
も
バ
イ
イ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
保
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二

0
―
一
年
か
ら
は

ボ
ラ
カ
イ
の
デ
ィ
ー
タ
リ
パ
パ
に
ス
ト
ー
ル
を
保
有
し
、
観
光
客

向
け
の
小
売
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

水
産
物
の
調
達
元
は
す
べ
て
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
で
あ
り
、
漁

業
者
や
養
殖
業
者
か
ら
買
い
付
け
を
行
っ
て
い

る
。
主
要
三
種
に

つ
い
て
は
ス
キ
関
係
に
基
づ
く
一
定
の
安
定
し
た
集
荷
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
漁
業
者
も
含
め
た
ス
キ
の
数
は
マ
ッ
ド

ク
ラ
ブ
が
五

0
、
シ
ュ
リ
ン
プ
が
二

0
、
プ
ラ
ウ
ン
が
二
0
と
な
っ

て
い
る
。
カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
が
保
有
す
る
平
均
ス
キ
数
は
魚

種
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
、
二

0
、

1
0、
九
で
あ
る
た
め
、
イ
ラ
ダ
ハ

ン
U
は
保
有
数
の
多
い
部
類
に
入
る
。
さ
ら
に
、
バ
イ
イ
ン
グ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
な
集
荷
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
バ
タ

ン
町
に
保
有
す
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
集
荷
が
八

O
S九
0
%

を
占
め
て
お
り
、
起
業
当
初
か
ら
保
有
す
る
ア
ル
タ
バ
ス
町
か
ら

の
集
荷
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ル
タ
バ
ス
町
に
は
他
業
者

の
も
の
も
含
め
、
六
つ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
に
対
し
、
バ

タ
ン
町
に
は

二
つ
し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
買
い
付
け

競
争
を
避
け
る
た
め
に
新
た
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
て
い
る
。

U
は
、
ス
キ
と
バ
イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
安
定
し
た

集
荷
を
可
能
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
と
プ
ラ
ウ
ン
の
販
売
状
況
を
表
4
|
6
に
示
し

た
。
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ス
に
お
け
る
F
と
M
は
雌
雄
を
示
し
、

二
0
0
g
以
上
が
Fl
、
二

0
0
g
以
下
が
円
と
な
る
。
M
に
つ
い

て
は
5
が
五

0
0
g、
4
、
3
が
そ
れ
ぞ
れ
四

0
0
g、
三

0
0

＼
三
五

0
gを
示
し
、

三
0
0
g
以
下
が

R
a
m
b
l
e
と
な
る
。

Fl

は
年
間
を
通
し
て
ロ
ハ
ス
の
バ
イ
ヤ
ー
に
販
売
し
、
そ
こ
か
ら
は

韓
国
へ
の
輸
出
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

M
S
S
間
も
同

様
で
あ
る
。

一
方
、
臼
と

R
a
m
b
l
e
は
年
間
を
通
し
て
カ
リ
ボ
の

消
費
者
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
カ
イ
で
の
販
売
が
お
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表4-6 イラダハンUによるマッドクラブとプラウンの販売状況

魚種
量 月

クラス
(t/year) 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 

Fl 1,818 ロハス（バイヤー）

F3 1,330 カリポ（消費者）

M5 1,138 口ハス（バイヤー） ボラカイ（観光客） 50%, ロハス 50% 口I スヽ
MudCrab 

M4 554 口J スヽ ボラカイ 50%,ロハス 50% 口I スヽ

M3 219 口I スヽ ボラカイ 50%,ロハス 50% 口／ヽ ス

Ramble 751 カリボ

61 1,624 カリポ ボラカイ 35%,カリボ 65% ボラカイ マニラ

Prawn 51 964 カリボ ポラカイ 35%,カリボ・65% ボラカイ マニラ

4l~NS 1,184 カリボ ポラカイ ボラカイ 50%,カリボ 50% カリボ

魚種
量 販売金額（ぺ‘ノ） マージン（ぺ‘ノ） マージン率（％）

クラス
(t/year) カリボ ボラカイ ロハス マニラ カリボ ボラカイ ロハス マニラ カリボ ボラカイ ロハス マニラ

Fl 1,818 

゜
0 2,045,700 

゜ ゜
0 227,300 

゜
11 

F3 1,330 2,261,238 

゜ ゜
0 931,098 

゜ ゜ ゜
41 

M5 1,138 0 254,980 1,124,375 

゜ ゜
81,130 160,625 

゜
32 14 

Mud Crab 
M4 554 0 161,460 540,000 

゜ ゜
57,960 90,000 

゜
36 17 

M3 219 

゜
62,560 227,200 

゜ ゜
25,760 45,440 

゜
41 20 

Ramble 751 1,451,450 

゜ ゜
0 700,700 

゜ ゜ ゜
48 

61 1,624 891,000 940,005 

゜
39,525 80,190 162,365 

゜
3,557 ， 17 ， 

Prawn 51 964 475,200 512,730 

゜
21,080 -5,940 51,273 

゜
-264 -1 10 -1 

4l~NS 1,184 585,069 843,659 

゜ ゜
60,605 183,761 

゜ ゜
10 22 

合計（ぺ‘ノ ・％）
5,663,957 2,775,394 3,937,275 60,605 1,766,653 562,248 523,365 3,294 

31 20 13 5 
45 5 22 3 31 7 0.5 61 9 19.7 18 3 0.1 

g
o
g
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こ
な
わ
れ
る
時
期
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
イ
ラ
ダ
ハ
ン

U
が

デ
ィ
ー
タ
リ
パ
パ
に
保
有
す
る
ス
ト
ー
ル
で
の
販
売
で
あ
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
旅
行
者
の
多
い
一
―
-
＼
五
月
、
中
国
人
旅
行
者
が
多

い
六
＼
九
月
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ニ
ー
ズ
の
高

い
ク
ラ
ス
を
販
売
し
て
い
る
。

プ
ラ
ウ
ン
の
ク
ラ
ス
は
6
1
が
一
五
g
、

51
が
一
0
g
、
4
1
が
五

g
、
以
下
同
様
で
、

NS
が
二
g
程
度
の
も
の
と
な
る
。
一
＼
―
-
月

は
カ
リ
ボ
で
ア
テ
ィ
ア
テ
ィ
ハ
ン
祭
り
が
あ
り
、
そ
の
観
光
客
へ

の
販
売
の
た
め
、
全
量
カ
リ
ボ
で
の
小
売
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

三
＼
五
月
は
先
述
の
よ
う
に
ボ
ラ
カ
イ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
旅
行
者

が
多
い
た
め
、
多
く
は
ボ
ラ
カ
イ
の
ス
ト
ー
ル
で
販
売
し
、
六
一

と
五

一
の
一
部
が
カ
リ
ボ
で
の
小
売
に
向
く
。
六
＼

―
一
月
も
ボ

ラ
カ
イ
と
カ
リ
ボ
で
の
販
売
と
な
り
、
―
二
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
需

要
に
対
応
し
、
6
1
と
51
は
マ
ニ
ラ
に
、
4
1
以
下
は
カ
リ
ボ
に
仕
向

け
ら
れ
る
。

主
要
三
種
の
取
引
に
つ
い
て
み
る
と
、
調
達
価
格
は
価
格
決
定

権
を
イ
ラ
ダ
ハ
ン

U
自
ら
が
有
し
て
い
た
。
販
売
価
格
は
、
取
引

先
別
に
み
る
と
取
扱
量
の
多
い
ロ
ハ
ス
の
バ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は

価
格
決
定
権
を
持
た
な
い
も
の
の
、
ボ
ラ
カ
イ
や
カ
リ
ボ
で
の
小

売
で
は
調
達
価
格
に
一
定
程
度
の
マ
ー
ジ
ン
を
加
え
る
価
格
設
定

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ダ
ハ
ン

U
に
お
い
て
は
、
ス
キ
関
係
の
積

極
的
構
築
と
、
産
地
、
と
く
に
競
合
の
少
な
い
バ
タ
ン
町
へ
の
バ

イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
よ
り
安
定
的
な
集
荷
を
可
能
と

し
て
い
る
。
販
売
の
実
態
は
、
カ
リ
ボ
で
の
小
売
、
ボ
ラ
カ
イ
で

の
小
売
、
ロ
ハ
ス
ヘ
の
卸
売
に
分
け
ら
れ
、
売
上
高
に
占
め
る
割

合
は
そ
れ
ぞ
れ
、
約
四
六
％
、
約
ニ
ニ
％
、
約
三
二
％
と
な
り
、

小
売
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
マ
ー
ジ
ン
で
は
カ

リ
ボ
と
ボ
ラ
カ
イ
で
の
小
売
で
約
八
0
％
を
占
め
、
マ
ー
ジ
ン
率

で
は
カ
リ
ボ
が
最
も
高
く
―
―
―
―
%
、
ボ
ラ
カ
イ
が
一
-
0
%
、
ロ
ハ

ス
が
一
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
小
売
の
重
要
性
が
際
立
つ
。
す
な

わ
ち
、
川
上
・
川
下
両
方
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、
安

定
的
な
集
荷
に
基
づ
い
て
、
ほ
ぼ
通
年
で
ボ
ラ
カ
イ
や
カ
リ
ボ
に

お
け
る
小
売
を
実
現
し
、
高
マ
ー
ジ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

一
方、

ロ
ハ
ス
の
バ
イ
ヤ
ー
ヘ
の
販
売
で
は
マ
ー
ジ
ン
は
相
対
的
に
低
い

も
の
の
、
こ
れ
も
通
年
で
の
取
引
を
実
現
し
、
安
定
し
た
収
益
の

確
保
を
可
能
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
パ
ナ
イ
島
バ
タ
ン
湾
産
の
水

産
物
、
と
く
に
主
要
三
種
と
位
圏
づ
け
ら
れ
る
マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
、

シ
ュ
リ
ン
プ
、
プ
ラ
ウ
ン
を
中
心
に
、
そ
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
お

よ
び
構
成
主
体
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
に
つ
い

て
み
て
き
た
。

漁
業
生
産
に
お
い
て
は
、
資
源
状
況
の
悪
化
と
な
お
も
続
く
漁

獲
努
力
量
の
増
加
に
よ
り
、
漁
業
資
源
へ
の
圧
力
が
轟
ま
る
状
況

5

お
わ
り
に
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が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
に
は
そ
も
そ
も
、
当
該
地
域
に
お
け
る
養

殖
業
の
発
展
と
流
通
網
の
整
備
が
魚
価
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
そ

れ
が
漁
業
の
参
入
を
惹
起
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
地
域
漁

業
の
発
展
に
寄
与
し
た
も
の
の
、
漁
獲
圧
力
の
高
ま
り
が
資
源
問

題
に
つ
な
が
っ
た
後
も
新
規
参
入
は
続
き
、
資
源
悪
化
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
の
中
心
的

な
最
終
需
要
先
は
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
、
パ
ナ
イ
島
北
部
の
一

大
都
市
で
あ
る
カ
リ
ボ
、
世
界
的
観
光
地
の
ボ
ラ
カ
イ
島
で
あ
っ

た
。
強
い
観
光
需
要
や
経
済
発
展
、
人
口
増
加
に
よ
り
、
水
産
物

へ
の
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、
バ
タ
ン
湾
の
生
態
系
の
過
剰
利
用

に
依
拠
し
た
生
産
が
そ
れ
に
応
え
、
一
部
輸
出
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
は
国
内
で
完
結
す
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て

い
た
。そ

の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
資
源
減
少
の
中
で
の
引

き
合
い
の
強
ま
り
が
漁
獲
努
力
量
を
維
持
・
増
加
さ
せ
る
と
い
う

状
況
に
あ
り
、
現
状
と
し
て
持
続
性
は
担
保
さ
れ
て
い
な
い
と
判

断
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
漁
業
者
に
資
源
悪
化
の
実
感
は
あ
り
、

漁
業
管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

実
質
的
に
漁
業
管
理
は
有
効
に
機
能
せ
ず
、
継
続
的
な
過
剰
漁
獲

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
強
い
需
要
を
基
盤
と
し
た
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
の
存
在
が
魚
価
安
と
い
う
問
題
こ
そ
招
い
て
い
な
い
も
の

の
、
圧
倒
的
な
資
源
減
少
が
所
得
水
準
を
引
き
下
げ
て
い
る
こ
と

が
そ
の

一
因
で
あ
る
。
販
売
は
ス
キ
を
基
盤
に
流
通
業
者
に
委
ね

て
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
意
識
は
低
い
。
ま
た
、
地
縁
・
血
縁

を
基
盤
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
互
助
シ
ス
テ
ム
も
あ

り
、
漁
業
者
の
現
状
変
革
、
漁
獲
圧
低
下
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

は
極
め
て
低
い
。

一
方
、
流
通
業
者
に
お
い
て
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
流
通
業

者
は
特
定
の
ス
キ
と
の
関
係
に
偏
っ
た
取
引
を
お
こ
な
っ
て
い

(22) 

た
。
こ
れ
は
資
産
特
殊
性
を
高
め
、
現
状
の
取
引
へ
の
依
存
度
を

高
め
る
。
ま
た
、
売
買
共
に
特
定
の
相
手
と
の
取
引
が
中
心
で
あ

る
た
め
に
取
引
相
手
の
情
報
を
多
く
持
つ
こ
と
が
不
確
実
性
を
抑

制
し
て
い
る
。
さ
ら
に
先
述
し
た
水
産
資
源
的
な
限
界
も
あ
っ
て
、

バ
イ
ヤ
ー
は
現
状
を
受
け
入
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
で
は
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
バ
イ

ヤ
ー
と
比
較
し
て
不
利
と
な
る
集
荷
力
の
向
上
や
販
売
力
の
強
化

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

一
部
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
は
安
定
し
た
調
達

と
販
売
に
お
け
る
高
マ
ー
ジ
ン
獲
得
を
指
向
し
、
ス
キ
関
係
に
加

え
、
産
地
へ
の
バ
イ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
や
、
カ
リ
ボ
、

ボ
ラ
カ
イ
で
の
外
食
店
や
小
売
店
の
展
開
に
よ
る
川
下
へ
の
進
出

と
い
っ
た
動
き
を
み
せ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、
漁
業
者
、
流

通
業
者
共
に
現
状
維
持
の
方
向
で
あ
る
一
方
、
経
済
発
展
を
背
景

に
バ
タ
ン
湾
産
水
産
物
へ
の
需
要
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
期

さ
れ
、
カ
リ
ボ
の
イ
ラ
ダ
ハ
ン
の
新
た
な
動
き
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、

川
中
で
は
そ
れ
に
対
応
し
た
動
き
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
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こ
れ
は
特
定
少
数
の
流
通
業
者
へ
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
偏
軍
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
漁
獲
圧

増
加
と
当
該
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
持
続
性
喪
失
の
加
速
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
資
源
減
少
に
直
面
す
る

産
地
に
と
っ
て
は
、
資
源
の
持
続
的
な
利
用
を
基
底
と
し
た
取
り

組
み
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
と
く
に
産
地

の
漁
業
者
と
流
通
業
者
が
資
源
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
意
識
を
高

め
、
資
源
の
持
続
的
利
用
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
付
言
す
る
と
、
現
在
、
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
は
あ

る
が
、
カ
リ
ボ
行
政
の
主
導
に
よ
り
、
バ
タ
ン
湾
周
辺
地
域
の
漁

業
者
が
カ
リ
ボ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
直
売
を
お
こ
な
う

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
効
果
は
未
知
数
で
は
あ
る

も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
漁
業
者
が
一
定
程
度

川
下
に
進
出
す
る
こ
と
で

マ
ー
ジ
ン
と
川
下
情
報
の
獲
得
を
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
る
。
漁
業
者
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
意
識

の
向
上
が
、
需
要
に
適
合
す
る
魚
種
・
サ
イ
ズ
の
認
識
に
よ
る
資

源
管
理
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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